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や の しょうぞう

現在の拳の川駐在所

建築予定地

　
　
人
材
育
成
と
し
て
外
か
ら
日

本
を
、
ふ
る
さ
と
を
見
る
こ
と
は
、

町
づ
く
り
に
は
何
が
必
要
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
る

が
、
仕
掛
け
作
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
中
学
生
の
海
外
研
修
を
継
続
し

て
い
く
。
以
前
、
外
国
を
視
察
し
、

発
展
途
上
国
の
力
を
感
じ
た
。
国

民
は
国
を
守
る
責
任
を
負
っ
て
い

る
。
少
し
で
も
国
の
た
め
に
働
く

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
日
々
考
え
て

い
る
。

　
　
昔
は
、
青
年
団
が
あ
り
、
出

会
い
の
場
が
あ
っ
た
。
若
者
に
出

会
い
の
場
の
企
画
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　　
若
者
に
は
こ
れ
ま
で
も
イ
ベ
ン

ト
に
携
っ
て
頂
い
て
い
る
が
、
新

年
度
は
県
の
事
業
で
取
り
組
む
予

定
。

　
　
雇
用
は
、
町
の
産
業
振
興
対

策
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
町
内
で
の
起
業
や
企
業
誘
致
に

関
し
て
、
ま
た
、
農
業
振
興
で
は

各
農
家
を
訪
問
し
て
の
意
見
集
約
、

及
び
漁
業
に
つ
い
て
は
、
不
振
が

続
く
カ
ツ
オ
等
の
資
源
保
護
を
国

内
外
の
団
体
と
の
協
議
が
必
要
と

考
え
る
が
、
そ
の
対
策
を
問
う
。

　
施
設
使
用
料
の
減
免
や
緊
急
雇

用
の
創
出
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

黒
潮
認
証
ブ
ラ
ン
ド
事
業
、
特
産

品
加
工
場
を
軌
道
に
乗
せ
た
い
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
単

独
で
農
家
へ
出
向
く
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
農
家
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
内
容
に

よ
っ
て
関
係
機
関
と
も
出
向
い
て

い
き
た
い
。
　

　
カ
ツ
オ
等
資
源
保
護
に
つ
い
て

は
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
で
国
際
間

交
渉
は
成
り
立
っ
て
い
る
。
水
産

庁
か
ら
の
意
見
を
基
に
検
討
し
た

い
。

　
　
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
の
対
策
の
現

状
を
問
う
。

　
ま
た
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
構

想
は
、
強
く
前
向
き
に
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
介
助
を
始
め
、
あ

っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
体
制
の
整

備
、
地
域
福
祉
計
画
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

　
　
地
域
の
安
全
・
安
心
対
策
と

し
て
、
中
村
警
察
署
拳
の
川
駐
在

所
改
築
の
見
通
し
を
問
う
。

　
拳
の
川
駐
在
所
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
。
県

警
本
部
は
平
成
２４
年
度

建
設
予
算
が
ほ
ぼ
確
定
。

２５
年
４
月
か
ら
新
し
い

駐
在
所
で
業
務
を
行
な

う
見
込
み
。

町
の
活
性
化
対
策
は

前
向
き
に
取
り
組
む
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